
【データで⾒るOSC】
2021年3⽉6⽇

参加者アンケートから⾒るOSC
中央⼤学⽂学研究科 飯尾研究室 中村絵理⼦



今⽇の報告内容について
• 2020年4⽉のOSCでは,OSCアンケート分析結果を報告しました. 

• 前回の資料はこちらです. (URL)

• 今⽇は,OSCアンケートの分析結果を含め,修⼠論⽂としてまとめた内容
を報告します.

• 分析にはオープンソース⽇本語NLPライブラリ GiNZAを使⽤しました.
• GiNZAの詳細はこちらです. (URL)
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https://www.slideshare.net/secret/c5VWveLoFHQq82
https://megagonlabs.github.io/ginza/
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1. 修⼠論⽂概要
研究の⽬的 変化する環境に適応するため、IT技術者は常に情報を収集が必要とされ

る。⼀つの仮説として展⽰会への参加が、情報収集のためではないかと考
えた。本研究では『IT技術者』が展⽰会に参加する意欲を⾼めている要
素を分析し、展⽰会への参加意欲を⾼める要素の分析を⾏う。

対象期間 2012年〜2018年

研究対象 OSC参加者アンケート
SD誌記事タイトル

研究⽅法 Python3.7 上で⽇本語
NLPライブラリ – GiNZA*を
使⽤し、キーワードを単純な単語ではなく単語を連接して抽出する。

3. 結果のまとめ

2.分析⽅法と結果

データマイニングで連接した単語を抽
出後、OSCとSD誌データで⽐較。
取り出されたデータに共通項⽬として
は、「オープンソース」をはじめ、「ラズ
パイ」「Ubuntu」「Debian」などの
OSが出現した。OS以外の項⽬とし
ては、レンタルサーバーの「ConoHa」
とデータベース管理システムの
「MySQL」なども共通していた。その
他にはIT技術には⽋かせない「セ
キュリティ」や「最新⽤語(動向)」など
が掲げられていた。

データ分析の結果から、共通している項⽬が確認された。

4. 今後の課題と展望

IT技術者における展⽰会への参加意欲を⾼める要素分析 ―SD誌とOSCアンケート分析結果の⽐較より―

緑⾊で⽰した部分がSD誌とOSCで共通していた項⽬である。内容はOSから最新⽤語や機械
学習など多岐にわたり、特定な技術に偏ることはなかった。興味深いのはレンタルサーバーの
「ConoHa」である。「ConoHa」については送り⼿側の符号が、受け⼿側に伝わった例だろうか。
また、展⽰会への参加意欲については年代で求めている情報が異なっていることも確認された。イ
ベントの対象者のレベルや内容について明確化することが、参加意欲を⾼める要因と考えられる。

⽇本のIT技術者は学歴や業務経験に関係なく、会社都合でITに関する業務に異動すること
が多々あり、社会⼈になってからIT技術を必要とする業務に従事する例も報告されている。これは
メンバーシップ型の雇⽤が背景にある。SD誌池本編集⻑もIT以外の職種からIT分野への異動
経験がある。またSD誌では、キャリアを重ねたIT技術者にとっては常識に近いような初⼼者向けの
内容の評判がよいことからも同じような状況に置かれた⼈がいることが窺える。
メンバーシップ型の雇⽤においては、新卒採⽤⼀括システムで⼊社後各社の決める社内評価基
準に基づき、会社の⽅針に従ってキャリアを重ねられた。今後はIT技術者⾃⾝がジョブ型の雇⽤
へのシフトを⾒据えて、⾃分⾃⾝で常に能⼒向上が求められている。
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送り⼿ メディア 受け⼿

出版社
編集者 雑誌 読者

主催者
出展者・講師 OSC 参加者

通常のモデル

雑誌のモデル

展⽰会のモデル

本研究の対象

SD誌とOSCのアンケートを研究の対象にしました

1. 修⼠論⽂概要
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Stuart Hall (1980)のエンコーディング／デコーディング・
モデルを今回の研究対象に当てはめて検討しました.

知識のフレームワーク

製品との関係性

技術インフラストラクチャー

知識のフレームワーク

製品との関係性

技術インフラストラクチャー

エンコーディング デコーディング

メディア

送り⼿
（SD誌編集）

受け⼿
（IT技術者）

（雑誌）

情報

記事(符号)

情報
編集者

の
意図

(符号化) (復号化)

記事記事記事記事記事

1. 修⼠論⽂概要
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エンコーディング／デコーディング・モデルの詳細を知りたい⼈はこちらです. (URL)

http://tanemura.la.coocan.jp/re3_index/1A/e_encoding_decoding.html


飯尾(2017)は,OSSに関するIT技術者の情報ソースとして,最も参照され
ている雑誌が「ソフトウェアデザイン(以下SD)誌」である事を指摘しました.

Jun Iio (2017) : "How Did They Start Using 
OSS? ― Survey of OSS Developers in Japan"

1. 修⼠論⽂概要



OSCアンケート分析対象

分析対象は2012年〜2018年の間で得られた参加者アンケートの内⾃由記述のコメントを分析対象とする

2020/7/30

コメント有無の年齢差を⽐較したところ,若⼲
〜10歳代,20歳代の⽅が回答率が⾼い.
以下の点が考えられる︓
• 運営スタッフとして学⽣が多くボランティア参

加している
• アンケートを回答するとノベルティがもらえる
• ノベルティを⽬的として,運営スタッフがアン

ケートに回答している.

1. 修⼠論⽂概要
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ところで︖
• ご参加の皆様はアンケートには
回答しましたか︖
• URL

• 参加者アンケートに答えてプレ
ゼントに応募しよう︕

• オライリーグッズ詰め合わせ「福
袋」が気になります.
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https://event.ospn.jp/osc2021-online-spring/


GiNZA ライブラリを使った分析⽅法
Pythonとシェルスクリプトの組み合わせで,単語の出現率を分析しました.
• 環境

• MacBookAir8 (CPU:デュアルコアIntel Core i5 1.6 GHz, メモリ:16 GB)
• Python 3.7.2
• Ginza   1.0.2

• Python ＋ シェルスクリプト
• 参照元 (URL)

スクリプトで、２つのPythonを呼び出し、
• 読込ファイルを１⾏毎に品詞に分解
• 名詞の連接（連続して出現する名詞）

を最⻑⼀致で抽出.
• ファイルごとに出現数をカウント

2.分析⽅法と結果
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for f in `seq 100 105`; 
do cat ⼊⼒元フォルダ/$f.txt | ./mk_seq.py | ./cat_noun.py | sort | uniq -c | sort -nr | awk ʻ{ print $2, “,”,$1;}ʼ | sed -e 

ʻs/ //gʼ > 出⼒先フォルダ/$f.csv; 
echo $f done; 
done;

cat_noun.py

mk_seq.py

https://qiita.com/derodero24/items/b49dd92e14c7e7655ccc


SD誌とOSCアンケートのキーワード⽐較 まとめ

OSCのみ SD誌のみ

オープンソース
ラズパイ
Ubuntu
Debian
MySQL
ConoHa
セキュリティ

最新⽤語(動向)
機械学習

送り⼿である雑誌と受け⼿側であるIT技術者の間では、共通項⽬はあるもの異なるキーワードも確認されました.

NetBSD 

Eject コマンド

プラレール

Zabbix

Swift

ハイパーバイザ

展⽰ブース

ハンズオン

シェルスクリプト

RedHat

スタンプラリー

Linux

ライトニングトーク

共通

発想法

2.分析⽅法と結果
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SD誌では、“Ubuntu”が2012年から2018年の間で毎年出現,ラズパイは2015年のみに上位に出現していました.

SD誌とOSCアンケート・キーワードの共通項⽬ (1/2)

2.分析⽅法と結果
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OSCでは、Ubuntuが2012年と2016年に出現、ラズパイが2013年以降で出現率が年々上昇しています

SD誌とOSCアンケート・キーワードの共通項⽬ (2/2)

2.分析⽅法と結果
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2.分析⽅法と結果
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ラズパイはどの年代でも出現しているが,10歳代が多く出現しています.UbuntuやConohaが30歳代のみに出現しています.

年代別OSCアンケート・キーワード



出版社
編集者 雑誌 読者

主催者
出展者・講師 OSC 参加者

雑誌のモデル

展⽰会のモデル

本研究の対象

調査結果をモデルに当てはめて検討した結果
オープンソース, MySQL, ラズパイ, Ubuntu, Debian
ConoHa, セキュリティ, 最新⽤語(動向),機械学習

展⽰ブース, ハンズオン, ライトニングトーク, 
プラレール, スタンプラリー, NetBSD, 

Eject コマンド, Zabbix

RedHat, Linux, Swift,
シェルスクリプト, ハイパーバイザ

3. 結果のまとめ
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情報ニーズの⾔語化と情報探索
• 情報ニーズという⼼理状態から情報探索という外的⾏動への変化
• 誰に何に向けて情報ニーズを表明しているかという、情報ニーズの表明対
象の推移（下図）

⽥村俊作(2011) :情報探索と情報利⽤

3. 結果のまとめ
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第1
レベル

visceral 
need

⾔語化以前「⼼の奥底に潜むニーズ」抱えている問題が明確でなく、漠然とした状態にあることを認識し
はじめた段階。問題を明確に認識できず不安を感じる状態

第2
レベル

conscio-
us need

⾃⼰「意識されたニーズ」問題を明確にし、定義するために必要な情報を⾃分⾃⾝が認識できるようになる
段階。⾃分の中で問題を明確にすることにより、楽観的な感情を持てるようになる段階。

第3
レベル

formaliz
ed need

他者「定式化されたニーズ」問題を明確にし定義するために必要な情報を他者に説明し表明できる。
ただし、定義するために必要な情報を必ずしも明確に認識できるとは限らないため⼤きな混乱や
疑念の感情を抱くことになる。

第4
レベル

compro
mised 
need

情報システム「システムにあわせたニーズ(compromised need)」構想に従った必要な情報の収集が可能で
情緒⾯でも⾃信と興味を持つようになる。

2020/7/30

誰に何に向けて情報ニーズを表明しているかという,情報ニーズの表明対象の推移レベルがあります.

⽥村俊作(2011) :情報探索と情報利⽤

3. 結果のまとめ
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第1
レベル

20代 初参加でしたが,セミナーで使⽤するスライドは配布してほしいと思いました.ブースは近い分野でまとまっていたら,
もう少し聞きやすいのにと思う.タイトルやブースを⾒ただけでは何関係のブースか分からず聞きにくかった.

第2
レベル

20代 あまり前提知識のない状態で参加しましたが,親切に教えていただき理解を深めることができました.
また,これまで知らなかった分野にも興味を持つ良い機会になりました.

第3
レベル

40代 セミナー内容の詳細について,タイトルだけでなく,事前にわかっていることが多いともっと選択しやすい.

第4
レベル

50代 セミナー等出席させていただき,技術者として今＆今後なすべき課題が⾒えてきて有意義なひと時でした.
Git, Pacemaker, ProxmoxVE, AWS運⽤管理、他.

2020/7/30

OSCアンケート分析結果 まとめ
年代位別のアンケート分析結果から,年代によって求める情報が異なっていることが確認されました.

3. 結果のまとめ
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アンケートの回答もよろしくお願いします。 URL

https://event.ospn.jp/osc2021-online-spring/

